
提

出

者

赤

嶺

政

賢

平
成
十
八
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

六

一

号

米
軍
横
田
空
域
の
返
還
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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米
軍
横
田
空
域
の
返
還
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
五
年
十
月
二
十
九
日
、
日
米
安
保
協
議
委
員
会
で
「
日
米
同
盟：

未
来
の
た
め
の
変
革
と
再
編
」
（
以
下
「
中
間
報

告
」
と
い
う
。
）
と
題
す
る
報
告
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
。
日
米
両
政
府
は
、
本
年
三
月
ま
で
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
最
終

報
告
」
を
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
。

こ
の
報
告
は
、
米
軍
再
編
に
伴
い
沖
縄
を
は
じ
め
と
す
る
在
日
米
軍
基
地
の
役
割
と
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
を
は
じ
め
世
界
で
生
起
す
る
「
脅
威
」
や
「
事
態
」
に
対
し
て
、
米
軍
と
自
衛
隊
が
「
連
接
性
」
、
「
調

整
」
、
「
相
互
運
用
性
」
、
す
な
わ
ち
一
体
性
を
確
保
し
て
、
対
処
・
対
応
す
る
と
い
う
重
大
な
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
沖
縄
を
は
じ
め
と
す
る
在
日
米
軍
基
地
の
縮
小
・
返
還
は
、
進
展
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
横
須

賀
基
地
へ
の
原
子
力
空
母
の
配
備
、
名
護
市
沿
岸
部
へ
の
新
基
地
建
設
な
ど
基
地
の
機
能
が
強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
都
と
い
う
大
都
市
の
近
隣
に
位
置
す
る
世
界
に
例
の
な
い
米
軍
横
田
基
地
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
米
軍
の
管
理
に
な
っ
て
い
る
横
田
空
域
の
進
入
管
制
権
・
空
域
（
以
下
「
横
田
空
域
」
と
い
う
。
）
の
返
還
問

題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
政
府
が
民
間
航
空
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
、
米
側
に
対
し
て
早
期
返
還
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一



一

「
中
間
報
告
」
は
、
「
横
田
飛
行
場
及
び
空
域
」
に
つ
い
て
、
「
二
〇
〇
九
年
に
予
定
さ
れ
る
羽
田
空
港
拡
張
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
横
田
空
域
に
お
け
る
民
間
航
空
機
の
航
行
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
措
置
が
探
求
さ
れ
る
。
検
討
さ
れ
る
選
択
肢

に
は
米
軍
が
管
制
を
行
っ
て
い
る
空
域
の
削
減
や
、
横
田
飛
行
場
へ
の
日
本
の
管
制
官
の
併
置
が
含
ま
れ
る
」
と
の
「
勧

告
」
を
し
て
い
る
。

「
空
域
の
削
減
」
及
び
「
横
田
飛
行
場
へ
の
日
本
の
管
制
官
の
併
置
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

二

二
〇
〇
三
年
十
二
月
以
降
、
横
田
基
地
に
お
け
る
民
間
航
空
の
利
用
問
題
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
、
外
務
省
、
国
土
交
通

省
、
防
衛
庁
、
防
衛
施
設
庁
、
東
京
都
の
六
者
は
、
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
が
、
会
議
の
目
的
、
協
議
内
容
を
伺
い
た

い
。ま

た
、
日
米
両
政
府
間
の
協
議
で
は
、
横
田
基
地
の
「
軍
民
共
用
」
は
ど
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
の
か
。

三

横
田
基
地
と
密
接
に
関
連
し
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
「
横
田
空
域
」
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
一

年
三
月
、
扇
元
国
土
交
通
大
臣
は
「
今
後
、
米
側
に
も
返
還
を
要
請
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
一
向
に
そ
の
目
途
が
た
っ
て
い
な
い
。
「
横
田
空
域
」
の
返
還
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

二



四

二
〇
〇
九
年
に
は
、
羽
田
空
港
の
拡
張
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
、
航
空
業
務
関
係
者
か
ら
「
広
大
な
西
の
壁
」

と
恐
れ
ら
れ
て
お
り
、
米
軍
が
管
理
す
る
進
入
管
制
空
域
、
す
な
わ
ち
「
横
田
空
域
」
は
、
横
田
基
地
を
基
点
と
す
る
東

京
、
神
奈
川
、
静
岡
、
山
梨
、
長
野
、
新
潟
な
ど
の
各
県
を
ま
た
ぐ
高
度
七
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
進
入
管
制
空
域

で
あ
る
。

「
横
田
空
域
」
を
航
行
す
る
民
間
機
は
北
陸
、
中
国
、
九
州
、
関
西
方
面
行
き
の
羽
田
空
港
か
ら
出
発
す
る
航
空
機
の
四

割
を
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
民
間
航
空
の
安
全
の
確
保
を
図
る
上
で
、
「
横
田
空
域
」
の
早
期
返
還
は
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

五

一
九
八
三
年
十
二
月
以
降
、
日
米
合
同
委
員
会
の
下
に
あ
る
民
間
航
空
分
科
委
員
会
に
お
い
て
、
「
横
田
空
域
」
の
返
還

問
題
に
つ
い
て
日
米
間
で
協
議
し
て
い
る
が
、
日
米
双
方
の
出
席
者
、
日
米
の
主
張
の
概
要
、
何
回
協
議
し
た
の
か
改
め
て

詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

政
府
は
、
日
米
の
首
脳
会
談
や
大
臣
級
の
会
談
等
で
、
米
国
政
府
に
対
し
て
「
横
田
空
域
」
の
返
還
を
要
求
し
た
こ
と
が

あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

そ
も
そ
も
「
横
田
空
域
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
六
月
の
日
米
合
同
委
員
会
の
「
航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
合
意
」

三



（
以
下
「
五
二
年
合
意
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
。
こ
の
合
意
は
「
日
本
国
は
、
日
本
領
域
に
お
い
て
完
全
か
つ
排
他
的
な
主

権
を
も
ち
か
つ
行
使
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、
「
一
時
的
な
措
置
」
と
し
て
、
「
我
が
国
が
自
主
的
な
実
施
が
可
能
と
な
る

ま
で
の
間
、
日
米
間
の
意
見
の
一
致
を
見
た
と
き
、
日
本
側
が
航
空
管
制
に
関
す
る
全
責
任
を
負
う
」
と
い
う
内
容
で
あ

る
。そ

れ
は
、
あ
く
ま
で
「
一
時
的
な
措
置
」
で
あ
り
、
当
時
の
運
輸
省
航
空
局
は
「
我
が
国
が
航
空
管
制
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
施
設
、
要
員
と
も
皆
無
に
等
し
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
一
時
的
措
置
」
を
と
っ
た
と
し
て
い
る
。

今
日
、
す
で
に
日
本
の
進
入
管
制
業
務
は
、
世
界
に
も
遜
色
の
な
い
も
の
で
十
分
に
実
施
し
得
る
能
力
、
技
術
を
備
え
て

お
り
、
「
横
田
空
域
」
の
返
還
の
条
件
は
整
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

八

政
府
は
、
一
九
五
九
年
六
月
の
日
米
合
同
委
員
会
の
「
航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
合
意
」
（
以
下
「
五
九
年
合
意
」
と
い

う
。
）
を
日
米
間
で
締
結
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
合
意
は
「
米
軍
に
提
供
し
て
い
る
飛
行
場
周
辺
の
飛
行
場
管
制
業

務
、
進
入
管
制
業
務
を
除
き
、
す
べ
て
日
本
側
に
お
い
て
運
営
す
る
」
と
い
う
内
容
に
改
定
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
政
府
は
、
一
九
七
五
年
六
月
の
日
米
合
同
委
員
会
の
「
航
空
交
通
管
制
に
関
す
る
合
意
」
（
以
下
「
七
五
年
合

意
」
と
い
う
。
）
を
日
米
間
で
結
ん
で
い
る
。
そ
の
合
意
は
「
日
本
政
府
は
、
米
国
政
府
が
地
位
協
定
に
基
づ
き
そ
の
使
用

四



を
認
め
ら
れ
て
い
る
飛
行
場
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
引
続
き
管
制
業
務
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
」
と
い
う
重
大
な
改
定

で
あ
る
。

五
九
年
合
意
は
も
と
よ
り
、
七
五
年
合
意
は
、
「
横
田
空
域
」
の
返
還
を
事
実
上
閉
ざ
す
も
の
で
は
な
い
の
か
。

政
府
は
、
何
故
、
五
二
年
合
意
を
失
効
さ
せ
る
五
九
年
合
意
、
さ
ら
に
は
七
五
年
合
意
を
結
ん
だ
の
か
、
そ
の
理
由
と
合

意
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

五
九
年
合
意
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
七
五
年
合
意
は
「
米
国
政
府
は
管
制
業
務
が
必
要
で
な
く
な
っ
た
場
合
」
に
日
本
政

府
に
返
還
す
る
と
い
う
も
の
で
、
「
横
田
空
域
」
を
返
還
す
る
、
し
な
い
は
米
国
政
府
の
裁
量
権
に
完
全
に
委
ね
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
。

十

七
五
年
合
意
を
変
え
な
い
限
り
、
い
く
ら
日
米
合
同
委
員
会
の
下
に
あ
る
民
間
航
空
分
科
委
員
会
で
日
米
間
の
協
議
を
続

け
て
も
、
「
横
田
空
域
」
の
返
還
の
道
は
開
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

米
側
は
「
運
用
上
の
必
要
性
」
を
主
張
し
、
返
還
に
は
応
じ
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
米
側
の

言
う
「
運
用
上
の
必
要
性
」
と
は
何
か
、
ま
た
、
「
運
用
上
の
必
要
性
」
が
無
く
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
を
い
う
の

か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五



十
一

「
横
田
空
域
」
の
返
還
は
、
も
は
や
日
米
合
同
委
員
会
や
民
間
航
空
分
科
委
員
会
で
の
協
議
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
日
米
首
脳
会
談
を
は
じ
め
と
す
る
、
日
米
両
国
政
府
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
外
交
交
渉
に
よ

り
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
意
思
と
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


